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廃炉に関わるJAEAのミッション

JAEAは原子力専門家として

シェルパを目指す

Goal !!

JAEAの研究開発成果と
放射性物質取扱い経験

廃炉に関わる方々

頂上（ゴール）を目指して、
安全な登山道（戦略）を探している
いろいろなアプローチ（方法論）を考えている

燃料デブリ取り出し

ALPS処理水の処分

廃棄物の処理・処分/
原子炉施設の解体等

豊富な知識と確かな基礎基盤研究力を持って
廃炉関係機関を技術的に支援する。

JAEAのミッション
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研究の目的と課題

見
え
る
化

放射線・放射線源は

目に見えない

作業者に

安全・安心を届ける

作業者が

危険箇所を把握

見えないを、見えるへ。

作業の効率的な

計画策定
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従来手法の課題

広い範囲を“１点ずつ”測定

放射線レベルの
強度分布を測定するには…

従来から多用される
サーベイメータ

作業の

長時間化

放射線源の

見落とし

みなさまの不安を取り除く

より効率的に放射線源を見つけたい

見える化



放射線源は目に見えない

福島第一原子力発電所（1F）
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JAEAは“見えるように”しました

福島第一原子力発電所（1F）

放射線源は目に見えない
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1Fで実証した放射線源“見える化”システム

放射線源を可視化した

３次元マップ

計測システムを携帯した
オペレータやロボットが

現場をスキャン

統合型放射線イメージングシステム
iRIS (integrated Radiation Imaging System) 

現場の３次元モデルを取得

放射線源の
画像データを生成

移動ルート

放射線源

●レーザースキャナ

●放射線源“見える化”カメラ
（コンプトンカメラ）

移動ルート

複数の視点から現場を測定



Y. Sato, et. al., Journal of Nuclear Science and Technology, 61巻, 856-870頁, 2020年1月30日

人が進入できない高線量率エリアにおいて

“３次元的に見える化”
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1号機原子炉建屋における放射線源“見える化”の実証例

ロボットの活用

天井配管に蓄積した高濃度の放射線源を可視化（赤色部分）



４脚歩行ロボットを基盤とした放射線源“見える化”システム

４脚歩行ロボット
（米国ボストンダイナミクス社製Spot） コンプトンカメラ

レーザースキャナ
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放射線源の可視化結果
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放射線源の可視化結果

11



放射線源の可視化結果

テスト用放射線源をセット
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放射線源の可視化結果

放射線源を“見える化”
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デジタル技術との融合で目指す未来技術

ロボット

自律制御・人工知能

オフィスにいながら

現場を仮想トレーニング素早く安全に

全自動でデータを取得

VR・AR
３次元測量

より高精度な

３次元モデルの構築

1F作業環境の

デジタルツインの構築

通信技術

建屋内部との安定した

データ通信

：要素技術

：期待できる効果
14



放射線源“見える化”研究開発の意義

“危ない”箇所を見える化する

作業員のみなさまに安全
だけでなく

安心を届けられる

●作業員の方 ＋ ご家族、友人、同僚...皆様に安心を届けます。

●1F廃炉に参画する多くの地元企業様の活性化につながります。

JAEAの1F廃炉推進研究は、研究開発の先にある人・社会
を常に意識して、日々、技術レベルの向上を目指しています。

15


	スライド 1: 福島第一原子力発電所の 廃止措置の最先端研究
	スライド 2: 廃炉に関わるJAEAのミッション
	スライド 3: 研究の目的と課題　
	スライド 4: 従来手法の課題
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 1Fで実証した放射線源“見える化”システム
	スライド 8: 1号機原子炉建屋における放射線源“見える化”の実証例
	スライド 9: ４脚歩行ロボットを基盤とした放射線源“見える化”システム
	スライド 10: 放射線源の可視化結果
	スライド 11: 放射線源の可視化結果
	スライド 12: 放射線源の可視化結果
	スライド 13: 放射線源の可視化結果
	スライド 14: デジタル技術との融合で目指す未来技術
	スライド 15: 放射線源“見える化”研究開発の意義

